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新中期経営計画（2014年度～2016年度） 

業績説明会資料 

2014年5月28日 
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前中期経営計画（２０１３中計）のレビュー 

新中期経営計画（２０１６中計）概要 

本日の報告内容 
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前中期経営計画（２０１３中計）のレビュー 
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‘10年度 

実績 

（１１/３期） 

‘11年度 

実績 

（１２/３期） 

‘12年度 

実績 

（１３/３期） 

‘13年度 

実績 

（１４/３期） 

‘13年中計 
最終年 

計画値 

売上高   １，５４１   １，５２４   １，４８９   １，６１０  １，７００ 

営業利益     １０６     １１２     １２３     １５３    － 

経常利益     １１２     １２１     １３６     １７６    １４５ 

売上高営業利益率          ６．９          ７．３          ８．３          ９．５        － 

売上高経常利益率     ７．３     ７．９     ９．２    １０．９    ８．５ 

ＲＯＡ     ４．４     ４．７     ５．５       ５．７    ５．１ 

ＲＯＥ     ７．８     ８．１     ９．０           ９．１    ８．２ 

［単位：億円、％］ 

（１）２０１３中計実績 

2011年度 ：東日本大震災、欧州財政危機、米国・中国経済減速、歴史的な円高 
2012年度 ：復興需要、エコカー補助金、世界経済低迷 
2013年度 ：政府経済対策・円高是正、海外経済の底打ち、消費増税駆込み需要 
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（２） 売上高・経常利益推移 

▼2013中期経営計画期間（３期）における経常利益計画の達成 
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（３） 営業利益、営業利益率推移 

▼選択と集中（高付加価値製品の拡販、低採算品の削減）により、 
 営業利益率が上昇 
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（４） 高付加価値製品 売上高実績 

▼高付加価値製品の拡販 （対2010年度 +74億円、+22.7%） 
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（５） 海外売上高・海外売上高比率実績 

▼ 海外売上高の拡大     （対2010年度 +70億円、+22.5%） 
▼ 海外売上高比率の向上 （対2010年度 +3.4%） 
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（６） 経常利益差異内訳(対2010年度) 

▼増販他      ：高付加価値製品拡販、不採算品整理、価格対応他 
▼固定費他   ：減損による償却費減他 
▼営業外損益  ：外貨資産評価他 
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新中期経営計画（２０１６中計）概要 
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－ ビジョン（ありたい姿）－ 
 

ライフサイエンス、電子・情報、環境・エネルギー、３分野において 

独創性のある製品を提供し続けることによって人と社会に貢献し、 

持続的に成長・発展する企業グル－プ 

日油グループの目指す姿 

2010年度  2013年度 2016年度 

営業利益 
106億円 

153億円 
180億円 

2016 中期経営計画 
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脂肪酸誘導体 

食用油脂 

（メタ）アクリル酸誘導体 

産業用爆薬 

EO・PO誘導体 

防衛用推進薬 コア技術 産業用爆薬 新技術の開発 

新規開発品 次世代新製品 既存製品 

日油グループの目指す分野 

有機過酸化物 
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海外事業展開の拡大 

戦略的組織への改編 

経営体質の更なる強靭化 

2016中計の取り組み 

2013中計の成果を更に推し進め、 
           「新たな成長軌道｣を切り開く 

重
点
課
題 

グローバルな地産地消に対応したサプライヤーへ 

（１）研究開発 

（２）営業 

（３）生産 

新製品・新事業開発の加速 
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（１）研究開発 
重点実施 

次世代を担う新アイテムの研究開発加速 
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2013中計 産官学との連携・技術例 
関係先 概要 外部発表 

《技術導入》 

Ambrx社  （米国ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州） 新規活性化PEG誘導体の非独占ﾗｲｾﾝｽ契約締結 2012年 8月 

《共同開発》 

革新的イノベーション創出プログラム 
（COI）（文部科学省） 

実用化を目指した産学連携によるナノ医療研究開発実施 
のための枠組みへの参加 

2013年 10月 

《連携》 

東京大学、京ｾﾗﾒﾃﾞｨｶﾙ、他 

（S-ｲﾉﾍﾞ）（科学技術振興機構主催の
産学連携事業） 

ﾏﾃﾘｱﾙ光科学によるﾊﾞｲｵﾏﾃﾘｱﾙ表面の作製と高機能医療 
ﾃﾞﾊﾞｲｽの開発 

2012年 11月 

産学連携推進機構、産業技術総合研
究所、農業生物資源研究所、民間企
業６社（日油含む） 

花粉問題対策事業者協議会が花粉に関わる基準を策定予定 2013年  7月 

《新製品》 

ナノキャリア社（日本）     核酸送達用ﾎﾟﾘﾏｰ試薬販売に関する非独占ﾗｲｾﾝｽ契約締結 2013年 5月 

(1)研究開発 

産官学連携研究 2013中計期間：143件 
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(２)営業 

重点実施 

高機能・高付加価値製品の拡販へ向けた営業強化・効率化 
２０１３中計

【主要実施事項】
２０１６中計
【実施計画】

海外営業
ネットワーク
強化

営業ネットワークの再編、拡充
 ①上海・販社の新設
 ②中国・東南アジア市場への
　技術サービス機能の拡充
　　（中国、シンガポールに拠点）
 ③防錆・販社の買収（伊）

営業ネットワークの再編、拡充
　市場変化に応じた営業体制の
　再編

営業体制
の強化

(1) 機能フィルム事業・電子材料
　　事業の営業統合
(2) 海外営業要員の増強
　2013年度 +19％（対2010年度）
　　（ライフサイエンス分野、
　　　環境・エネルギー分野に重点配置）

(1) 化粧品原料製品の営業統合
　　（2014年4月）
(2) 海外営業要員の増強
　　2016年度 +15％
　　　　　　　　　　(対2013年度）
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（海外）高機能・高付加価値製品の拡販 
(2)営業 

欧米 
ライフサイエンス分野 

欧米 
環境・エネルギー分野 

アジア 
環境・エネルギー分野 

’16年 ’16年 

’16年 

‘13年 ‘13年 

‘13年 



中計-18 

(３)生産 

重点実施 

地産地消に対応した供給体制の構築 

２０１３中計
【主要実施事項】

２０１６中計
【実施計画】

供給体制の
強化

(1) 国内供給体制強化
　・脂肪酸エステル
　・化粧品原料製品

(2) 海外（中国）供給体制強化
　・脂肪酸エステル
　・有機過酸化物

海外需要に応じた供給体制の
構築
　

 「ライフサイエンス分野」、
 「環境･エネルギー分野」
 の供給能力増強
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設備投資、減価償却費 

２０１３中計
'11年度～'13年度

（実績・累計）

２０１６中計
'14年度～'16年度

（計画・累計）

設備投資※1 ２０８億円 ２１８億円

減価償却費※２ １８０億円 １５９億円

※１　検収ベース

※２　2014年度以降、減価償却方法を定率法より定額法に変更いたします。
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‘13年度実績 ‘14年度予想 ‘16年度計画 

売上高 １,６１０ １,６３０ １,７００ 

営業利益    １５３    １５４    １８０ 

売上高営業利益率       ９．５      ９．５   １０．５   

ＲＯＡ ５．７ ５．８ ６．３ 

ＲＯＥ ９．１  ９．１   ９．４ 

２０１６中計 計画値 

■営業利益率 １０．５％以上へ 

［単位：億円、％］ 
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２０１０年度～２０１６年度（計画） 

営業利益、営業利益率推移 
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・本資料はあくまで弊社をより深く理解いただくための資料であって、 

  本資料による投資等何らかの行動を勧誘するものではありません。 

・本資料は、現時点で入手可能な情報に基づいて弊社の判断により 

  作成されておりますが、実際の業績が様々な要素により計画とは 

  異なる結果となり得ることをご承知おきください。 

・本資料のご利用に関しましては、ご自身の判断と責任にてお願い 

 いたします。 

・本資料の金額表示は、億円未満を四捨五入しております。 

お問い合わせ先  ： 日油株式会社 経理部 （ＩＲ室 金万、石垣）  
住        所  ： 東京都渋谷区恵比寿四丁目２０番３号  
電        話  ： ０３－５４２４－６６５１ 
Ｆ        Ａ       Ｘ   ： ０３－５４２４－６８０３ 
ホ ー ム ペ ー ジ ： http://www.nof.co.jp 


